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ＮＰＯ志賀あしの会 通常総会開催 
ご協力に感謝します  

 ２０１２年６月１７日、通常総会を当日出席３１名（そのほか書面表決者２名、表決委任者１９名）で行いまし

た。お忙しい中ご協力いただいたみなさんに感謝します。 

用意した議題もすべて承認されました。 

 その後理事会が行われ２０１２年７月１日から２年間の役員が決まりました。 

理事長 亀田尚己 副理事長 林正敏，岸本直之 理事 植村恭子，川島健也，藤岡佐喜子 

川島芙美子，河村加代子，中川了三，圓口佳昭，田中美智子 監事 入江道子，前田美佐です。 

なお 事務局長は２０１２年７月１日から１年間 川島健也 と決まりました。 

どうぞよろしくお願いします。 

 なお定款に関して、滋賀県の担当より修正が必要との連絡がきました。大筋の趣旨は変わりませんので事

務的な手続きについて修正を含め理事にお任せ下さい。 
 

過疎地有償運送への取り組み                                   

 ２０１２年６月２０日、大津市の交通・建設監理課・

近畿運輸局滋賀運輸支局・ＮＰＯ志賀あしの会の

三者協議が行われました。ＮＰＯ志賀あしの会から

６名参加し、全体では１０名の会議でした。 

 ＮＰＯ志賀あしの会が要求している過疎地有償運

送運営協議会の開催について、近江タクシーの営

業の圧迫を理由に大津市は「時期尚早、歩み寄り

を模索する」という立場で進展していません。 

 大津市の交通・建設監理課と近畿運輸局滋賀運

輸支局が近江タクシーと話し合った結果、過疎地

有償運送ではなく、「区域乗合タクシー」という提案

をしてきました。 

 私たちはＪＲの階段の問題、タクシーが利用しにく

い実態（値段が高い、呼んでもなかなかこない、ひ

どいときは断られる）を訴えました。 

 次回は近江タクシー社長をまじえて四者で地域

の実態などの意見交換をする会を持つことが決まり

ました。 

 

 

 

近江タクシー社長と懇談しました 

 ２０１２年７月９日、大津市の交通・建設監理課・近

畿運輸局滋賀運輸支局・ＮＰＯ志賀あしの会・近江

タクシーの四者で懇談会が開かれました。ＮＰＯ志

賀あしの会関係は１６名参加しました。 

 大津市の交通・建設監理課・近畿運輸局滋賀運

輸支局・近江タクシーの側の議題はタクシー利用

の実態把握と「区域乗合タクシー」の２点でした。 

 私たちの一番願っている過疎地有償運送運営協

議会の開催については議題にありませんでした。

それでも事務局長の川島が粘って説明し、返答を

要求しましたが、結局今日の議題ではないというこ

とでゼロ回答でした。 

 タクシー利用の実態の応答ではっきりしたのは、

和邇以北の近江タクシーの通常の体制は、和邇駅

前の３台で対応し、この地域はそれだけの需要で

あるという会社の認識でした。 

 一方、堅田の営業所には 20 数台の車を配置し、

予約電話はすべて草津の配車センターに転送して、

そこで一元管理している、との説明もありました。住

民側は、そのような体制を充分に活用して、志賀地

域の苦情を解消するよう強く求めましたが、会社は

認識を変えようとはしませんでした。 

 「区域乗合タクシー」については、乗合率を２人以

上にしないとＮＰＯが赤字をかぶるという内容です。

大津市の補助もなくとうてい同意できません。

  

              

特定非営利活動法人志賀地域暮らしの足を考える会 

略称 ＮＰＯ志賀あしの会 

滋賀県大津市木戸1346番地の9 

TEL 077-592-8112  FAX 077-592-8112 

メール shiga.ashi@gmail.com 

発行責任者 川島健也・林正敏 

志
賀 

 



虹の市バザー報告 

 暮らしの足を考える会として 

２０１２年５月４日、近江舞子の 

虹の市バザーに志賀９条の会と

共同で出店しました。バザーの品物を提供・運搬・

値段つけなど多大な協力をいただき感謝していま

す。 

 当日は、にわか雨が降る天候でしたが、たくさん

の売り子さんで一番にぎやかなお店になりました。

日用品・衣類、手作りケーキ、マーマレード、抽出し

たての美味しい珈琲、山野草などの苗販売、本、ア

クセサリー、東北支援物資を扱いました。 

 お陰様で全体の売り上げが１１８，４０４円、純収

益は６９，０００円となりました。そのうち、暮らしの足

を考える会へは２８，７５０円をいただきました。その

後、暮らしの足を考える会よりＮＰＯ志賀あしの会

へ１５，０００円を寄付いただました。ありがとうござ

いました。 

 

おでかけ支援     

 昨年６月より試行錯誤しながら、おで

かけ支援事業を試験運行しています。現在もリピー

ターさんを中心に無償運送（ガソリン代実費はいた

だく）で行っています。 

 前日までに予約する形式ですので、急用には対

応できませんが、通院・お買い物・駅までの足など

に多くご利用いただいています。 

新しい方も、もちろん歓迎です。ちらしが必要な方、

お問い合わせは林正敏（077-575-1118）までお願

いします。 

 なお現在は月・火・木・金

の運行ですが、水曜日のボ

ランティア運転者とちょっと

の時間でも応援できるボラ

ンティア運転者を求めてい

ます。 

 

 

 

おでかけランチ会 楽しく・美味しく 

 ＮＰＯの会員同士、楽しく 

交流する行事ができました。 

その１つが「おでかけランチ会」 

です。 

第１回は６月１日（金）小野の「みやびや」で行いま

した。おまかせランチ￥８５０を６名で美味しくいた

だきました。 

第２回は７月２日（月）北小松「ひろせ」で行いまし

た。１５名の参加となり、着いてからお寿司、天ぷら、

煮魚などめいめいで注文しましたので、ちょっと待

ちましたが新鮮なお魚がいただけました。にぎやか

な会となりました。 

第３回は９月７日（金）北比良 東離庵でクウフラン

のランチをいただく予定です。自然の木立の中で

の伝統的な日本建築（築８年）もお楽しみいただけ

ます。自宅からの往復の足はＮＰＯでさせて頂きま

す。 

 

 

１．京都新聞２０１２年５月２７日に、私たちのＮＰＯ

のおでかけ支援の記事が掲載されました。「近江ま

ちの未来図、大合併その後」の連載記事です。事

前にもっとたくさんの取材がありましたが、紙面の関

係で圧縮されたのが残念です。 

 

２．しんぶん赤旗２０１２年６月２９日に、「過疎地の

足守るＮＰＯ立ち上げ」と題してＮＰＯ志賀あしの会

の取り組みが詳しく（５段分のスペースで）掲載され

ました。大津・志賀地域の移動手段のさらなる確保

の必要性がよく分かる記事になっています。 

 

３．大津市議会に交通対策特別委員会が設置さ  

れました。公共交通の維持・活性化も取り上げられ

ます。 

 大津市内に存在する交通不便地に、コミュニティ

バスやデマンドタクシーを実施してほしいもので

す。 

   
注目 

 


